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ポートチャネルについて
ポートチャネルは複数の物理インターフェイスの集合体で、論理インターフェイスを作成しま

す。1つのポートチャネルに最大 32つの個別アクティブリンクをバンドルして、帯域幅と冗
長性を向上させることができます。これらの集約された各物理インターフェイス間でトラフィッ

クのロードバランシングも行います。ポートチャネルの物理インターフェイスが少なくとも

1つ動作していれば、そのポートチャネルは動作しています。

レイヤ 2ポートチャネルに適合するレイヤ 2インターフェイスをバンドルすれば、レイヤ 2
ポートチャネルを作成できます。レイヤ 3ポートチャネルに適合するレイヤ 3インターフェ
イスをバンドルすれば、レイヤ 3ポートチャネルを作成できます。レイヤ 2インターフェイス
とレイヤ 3インターフェイスを同一のポートチャネルで組み合わせることはできません。

ポートチャネルをレイヤ 3からレイヤ 2に変更することもできます。レイヤ 2インターフェイ
スの作成については、「レイヤ 2インターフェイスの設定」の章を参照してください。
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レイヤ 2ポートチャネルインターフェイスとそのメンバーポートは、異なる STPパラメータ
を持つことができます。ポートチャネルの STPパラメータを変更しても、メンバーポートが
バンドルされている場合はポートチャネルインターフェイスが優先されるため、メンバーポー

トの STPパラメータには影響しません。

レイヤ2ポートがポートチャネルの一部になった後に、すべてのスイッチポートの設定をポー
トチャネルで実行する必要があります。スイッチポートの設定を各ポートチャネルメンバに

適用できません。レイヤ 3の設定を各ポートチャネルメンバに適用できません。設定をポー
トチャネル全体に適用する必要があります。

（注）

集約プロトコルが関連付けられていない場合でもスタティックポートチャネルを使用して設

定を簡略化できます。

柔軟性を高めたい場合は LACPを使用できます。Link Aggregation Control Protocol（LACP）は
IEEE 802.3adで定義されています。LACPを使用すると、リンクによってプロトコルパケット
が渡されます。共有インターフェイスでは LACPを設定できません。

LACPについては、「LACPの概要」の項を参照してください。

ポートチャネル
ポートチャネルは、物理リンクをまとめて 1つのチャネルグループに入れ、最大 32の物理リ
ンクの帯域幅を集約した単一の論理リンクを作ります。ポートチャネル内のメンバーポート

に障害が発生すると、障害が発生したリンクで伝送されていたトラフィックはポートチャネル

内のその他のメンバーポートに切り替わります。

ただし、LACPをイネーブルにすればポートチャネルをより柔軟に使用できます。LACPを
使ってポートチャネルを設定する場合とスタティックポートチャネルを使って設定する場合

では、手順が多少異なります（「ポートチャネルの設定」の項を参照）。

デバイスはポートチャネルに対するポート集約プロトコル（PAgP）をサポートしません。（注）

各ポートにはポートチャネルが 1つだけあります。ポートチャネルのすべてのポートには互
換性があり、同じ速度とデュプレックスモードを使用します（「互換性要件」の項を参照）。

集約プロトコルを使わずにスタティックポートチャネルを実行する場合、物理リンクはすべ

て onチャネルモードです。このモードは、LACPをイネーブルにしない限り変更できません
（「ポートチャネルモード」の項を参照）。

ポートチャネルインターフェイスを作成すると、ポートチャネルを直接作成できます。また

はチャネルグループを作成して個別ポートをバンドルに集約させることができます。インター

フェイスをチャネルグループに関連付けると、ポートチャネルがない場合は対応するポート

チャネルが自動的に作成されます。この場合、ポートチャネルは最初のインターフェイスのレ

イヤ 2またはレイヤ 3設定を行います。最初にポートチャネルを作成することもできます。こ
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の場合は、Cisco NX-OSソフトウェアがポートチャネルと同じチャネル番号の空のチャネル
グループを作成してデフォルトレイヤ2またはレイヤ3設定を行い、互換性も設定します（「互
換性要件」の項を参照）。

少なくともメンバポートの 1つがアップしており、かつそのポートのチャネルが有効であれ
ば、ポートチャネルは動作上アップ状態にあります。メンバーポートがすべてダウンしてい

れば、ポートチャネルはダウンしています。

（注）

ポートチャネルインターフェイス
次に、ポートチャネルインターフェイスを示します。

図 1 :ポートチャネルインターフェイス

ポートチャネルインターフェイスは、レイヤ 2またはレイヤ 3インターフェイスとして分類
できます。さらに、レイヤ 2ポートチャネルはアクセスモードまたはトランクモードに設定
できます。レイヤ 3ポートチャネルインターフェイスのチャネルメンバにはルーテッドポー
トがあます。

レイヤ 3ポートチャネルにスタティックMACアドレスを設定できます。この値を設定しない
場合、レイヤ 3ポートチャネルは、最初にアップになるチャネルメンバのルータMACを使
用します。レイヤ 3ポートでスタティックMACアドレスを設定する情報については、『Cisco
Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してください。
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アクセスモードまたはトランクモードでのレイヤ 2ポートの設定については、「レイヤ 2イ
ンターフェイスの設定」の章を、レイヤ3インターフェイスおよびサブインターフェイスの設
定については、「レイヤ 3インターフェイスの設定」の章を参照してください。

基本設定
ポートチャネルインターフェイスには次の基本設定ができます。

•帯域幅：この設定は情報目的で使用します。上位レベルプロトコルで使用されます。

•遅延：この設定は情報目的で使用します。上位レベルプロトコルで使用されます。

•説明

•デュプレックス

• IPアドレス

•最大伝送単位（MTU）

•シャットダウン

•速度

互換性要件
チャネルグループにインターフェイスを追加する場合、そのインターフェイスにチャネルグ

ループとの互換性があるかどうかを確認するために、特定のインターフェイス属性がチェック

されます。たとえば、レイヤ 2チャネルグループにレイヤ 3インターフェイスを追加できませ
ん。また Cisco NX-OSソフトウェアは、インターフェイスがポートチャネル集約に参加する
ことを許可する前に、そのインターフェイスの多数の動作属性もチェックします。

互換性チェックの対象となる動作属性は次のとおりです。

•ネットワーク層

•（リンク）速度性能

•速度設定

•デュプレックス性能

•デュプレックス設定

•ポートモード

•アクセス VLAN

•トランクネイティブ VLAN

•タグ付きまたは非タグ付き
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•許可 VLANリスト

• MTUサイズ

• SPAN：SPANの始点または宛先ポートは不可

•ストーム制御

•フロー制御性能

•フロー制御設定

•メディアタイプ、銅線またはファイバ

show port-channel compatibility-parameters を使用します Cisco NX-OSで使用される互換性
チェックの全リストを表示するは、コマンドを使用します。

チャネルモードが onに設定されているインターフェイスは、スタティックなポートチャネル
にだけ追加できます。また、チャネルモードが activeまたはpassiveに設定されているインター
フェイスは、LACPが実行されているポートチャネルにだけ追加できます。これらのアトリ
ビュートは個別のメンバポートに設定できます。設定するメンバポートの属性に互換性がな

い場合、ソフトウェアはこのポートをポートチャネルで一時停止させます。

または、次のパラメータが同じ場合、パラメータに互換性がないポートを強制的にポートチャ

ネルに参加させることもできます。

•（リンク）速度性能

•速度設定

•デュプレックス性能

•デュプレックス設定

•フロー制御性能

•フロー制御設定

インターフェイスがポートチャネルに参加すると、一部のパラメータが削除され、ポートチャ

ネルの値が次のように置き換わります。

•帯域幅

•遅延

• UDPの拡張認証プロトコル

• VRF

• IPアドレス

• MACアドレス

•スパニングツリープロトコル

• NAC
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•サービスポリシー

•アクセスコントロールリスト（ACL）

インターフェイスがポートチャネルに参加または脱退しても、次に示す多くのインターフェイ

スパラメータは影響を受けません。

•ビーコン

•説明

• CDP

• LACPポートプライオリティ

• Debounce

• UDLD

• MDIX

•レートモード

•シャットダウン

• SNMPトラップ

ポートチャネルを削除すると、すべてのメンバインターフェイスはポートチャネルから削除

されたかのように設定されます。

（注）

ポートチャネル上のすべてのQoSサービスポリシーは、ポートチャネルに加入すると、暗黙
的にメンバーポートに適用されます。メンバーポートの実行コンフィギュレーションに QoS
サービスポリシーは表示されません。show policy-map interface ethernet <slot/port>コマンドを
使用すると、メンバーポートに適用されているポリシーが表示されます。

（注）

ポートチャネルモードについては、「LACPマーカーレスポンダ」の項を参照してください。

ポートチャネルを使ったロードバランシング
CiscoNX-OSソフトウェアは、ポートチャネルにおけるすべての動作インターフェイス間のト
ラフィックをロードバランシングします。その際、フレーム内のアドレスをハッシュして、

チャネル内の 1つのリンクを選択する数値にします。ポートチャネルはデフォルトでロード
バランシングを備えています。ポートチャネルロードバランシングでは、MACアドレス、IP
アドレス、またはレイヤ 4ポート番号を使用してリンクを選択します。ポートチャネルロー
ドバランシングは、送信元または宛先アドレスおよびポートの両方またはどちらか一方を使用

します。
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ロードバランシングモードを設定して、デバイス全体に設定したすべてのポートチャネルに

適用することができます。デバイス全体で1つのロードバランシングモードを設定できます。
ポートチャネルごとにロードバランシング方式を設定することはできません。

使用するロードバランシングアルゴリズムのタイプを設定できます。ロードバランシングア

ルゴリズムを指定し、フレームのフィールドを見て出力トラフィックに選択するメンバポート

を決定します。

レイヤ 3インターフェイスのデフォルトロードバランシングモードは、発信元および宛先 IP
L4ポートです。非 IPトラフィックのデフォルトロードバランシングモードは、送信元およ
び宛先MACアドレスです。port-channel load-balanceコマンドを使用し、して、チャネルグ
ループバンドルのインターフェイス間のロードバランシング方式を設定します。レイヤ 2パ
ケットのデフォルト方式は src-dst-macです。レイヤ 3パケットのデフォルトの方式は src-dst
ip-l4です。

次のいずれかの方式を使用するデバイスを設定し、ポートチャネル全体をロードバランシン

グできます。

•宛先MACアドレス

•送信元MACアドレス

•送信元および宛先MACアドレス

•宛先 IPアドレス

•送信元 IPアドレス

•送信元および宛先 IPアドレス

•送信元 TCP/UDPポート番号

•宛先 TCP/UDPポート番号

•送信元および宛先 TCP/UDPポート番号

•送信元、宛先、および送信元と宛先の GRE内部 IPヘッダー

非 IPおよびレイヤ 3ポートチャネルはどちらも設定したロードバランシング方式に従い、発
信元、宛先、または発信元および宛先パラメータを使用します。たとえば、発信元 IPアドレ
スを使用するロードバランシングを設定すると、すべての非 IPトラフィックは発信元MAC
アドレスを使用してトラフィックをロードバランシングしますが、レイヤ3トラフィックは発
信元 IPアドレスを使用してトラフィックをロードバランシングします。同様に、宛先MAC
アドレスをロードバランシング方式として設定すると、すべてのレイヤ3トラフィックは宛先
IPアドレスを使用しますが、非 IPトラフィックは宛先MACアドレスを使用してロードバラ
ンシングします。

ハッシュロードバランシングの設定は、Cisco Nexus 9200、9300-EX、および 9300-GXシリー
ズスイッチのユニキャストおよびマルチキャストトラフィックに適用されます。

（注）
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ユニキャストおよびマルチキャストトラフィックは、show port-channel load-balancingコマン
ド出力に表示される設定済みのロードバランシングアルゴリズムに基づいて、ポートチャネル

リンク間でロードバランシングが行われます。

マルチキャストトラフィックは、次の方式を使用してポートチャネルのロードバランシング

を行います。

•レイヤ 4情報を持つマルチキャストトラフィック：送信元 IPアドレス、送信元ポート、
宛先 IPアドレス、宛先ポート

•レイヤ 4情報を持たないマルチキャストトラフィック：発信元 IPアドレス、宛先 IPアド
レス

•非 IPマルチキャストトラフィック：発信元MACアドレス、宛先MACアドレス

Cisco IOSを実行するデバイスは、port-channel hash-distributionコマンドによって単一のメンバー
に障害が発生した場合、メンバーポート ASICの動作を最適化できます。Cisco Nexus 9000シ
リーズのデバイスはこの最適化をデフォルトで実行し、このコマンドを必要とせず、またサ

ポートしません。Cisco NX-OSは、デバイス全体に対して、port-channel load-balanceコマンド
によるポートチャネル上のロードバランシング基準のカスタマイズをサポートします。

（注）

シンメトリックハッシング
ポートチャネル上のトラフィックを効果的にモニタできるようにするには、ポートチャネルに

接続された各インターフェイスが、順方向と逆方向の両方のトラフィックフローを受信するこ

とが不可欠です。通常、順方向および逆方向のトラフィックフローが同じ物理インターフェイ

スを使用する保証はありません。ただし、ポートチャネルで対称ハッシュを有効にすると、双

方向トラフィックは同じ物理インターフェイスを使用するように強制され、ポートチャネルの

各物理インターフェイスは一連のフローに効果的にマッピングされます。

対称ハッシュを有効にすると、送信元および宛先IPアドレスなどのハッシュに使用されるパラ
メータは、ハッシュアルゴリズムに入力される前に正規化されます。このプロセスにより、パ

ラメータが逆になった場合（順方向トラフィックの送信元が逆方向トラフィックの宛先にな

る）、ハッシュ出力は同じになります。したがって、同じインターフェイスが選択されます。

次のロードバランシングアルゴリズムがシンメトリックハッシングをサポートします。

• src-dst ip

• src-dst ip-l4port

ポートチャネルの設定
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ECMPの注意事項と制限事項
レイヤ 2/レイヤ 3GWフローでのロードバランシングは、リロード後にスイッチが最初に起動
したときに、すべてのリンク間で均等にロードバランシングされないことがあります。ハード

ウェアの ECMPハッシュ設定を変更するには、2つのCLIがあります。これらのコマンドは相
互に排他的です。

• MACベースのみのハッシュの port-channel load-balance [src | src-dst | dst] macコマンドを
入力します。

• IP/レイヤ4ポートに基づくハッシュの場合は、ip load-shareまたはport-channel load-balance
コマンドを入力します。

• port-channel load-balanceコマンドは ip load-shareコマンドを上書きできます。IPパラメー
タとMACパラメータの両方を設定するのに役立つ port-channel load-balanceコマンドを
入力することをお勧めします。

• IP/レイヤ4ポートに基づいてハッシュアルゴリズムを強制するオプションはありません。
デフォルトのMAC設定は、常にポートチャネル設定の一部としてプログラムされます。

•トンネル上のトラフィックフローでは、ECMPの復元力のあるハッシュはサポートされま
せん。

復元力のあるハッシュ
データセンターで使用される物理リンクの数が急増すると、障害物理リンクの数も増加する可

能性があります。ポートチャネルまたは等コストマルチパス（ECMP）グループのメンバー間
でフローをロードバランシングするために使用されるスタティックハッシュシステムでは、

各フローがリンクにハッシュされます。あるリンクで機能不全が発生すると、残った実行リン

クでは、すべてのフローが再ハッシュされます。リンクへのフローのこの再ハッシュにより、

障害が発生したリンクにハッシュされなかったフローであっても、一部のパケットが順序どお

りに配信されなくなります。

の再ハッシュは、リンクがポートチャネルまたは等コストマルチパス（ECMP）グループに追
加された場合にも発生します。すべてのフローが新しいリンク数で再ハッシュされるため、一

部のパケットは順序どおりに配信されません。

復元力のあるハッシュは、物理ポートにフローをマッピングし、ECMPグループとポートチャ
ネルインターフェイスの両方でサポートされます。

物理的リンクに障害が発生すると、障害リンクに割り当てられているフローは、残りの動作中

のリンク間で均等に再分配されます。動作中のリンクを流れる既存のフローは再ハッシュされ

ないため、影響を受けません。

復元力のあるハッシュは、IPv4および IPv6ユニキャストトラフィックをサポートしますが、
IPv4マルチキャストトラフィックはサポートしません。
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9

ポートチャネルの設定

ECMPの注意事項と制限事項



復元力のあるハッシュは、すべてのCisco Nexus 9000シリーズプラットフォームでサポートさ
れます。。Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、復元力のあるハッシュは、Cisco Nexus
92160YC-X、92304QC、9272Q、9232C、9236C、92300YCスイッチでサポートされます。

GTPトンネルロードバランシング
GPRSトンネリングプロトコル（GTP）は、コアルータとして Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチを介してワイヤレスネットワーク上のモバイルデータを配信するために使用されます。

GTPトラフィックを伝送する 2つのルータがリンクバンドリングで接続されている場合、ト
ラフィックはすべてのバンドルメンバー間で均等に分散される必要があります。

ロードバランシングを実現するために、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは 5タプルのロー
ドバランシングメカニズムを使用します。ロードバランシングメカニズムでは、パケットの

送信元 IP、宛先 IP、プロトコル、レイヤ4リソース、および宛先ポート（トラフィックがTCP
またはUDPの場合）フィールドが考慮されます。GTPトラフィックの場合は、これらのフィー
ルドへの一意の値の数が限られていると、トンネルでのトラフィックロードの均等分散が制限

されます。

ロードバランシングにおける GTPトラフィックの偏波を回避するために、GTPヘッダーのト
ンネルエンドポイント ID（TEID）が UDPポート番号の代わりに使用されます。TEIDがトン
ネルごとに異なるため、トラフィックをバンドルの複数のリンク間で均等にロードバランシン

グすることができます。

Cisco Nexusリリース 9.3(3) GTPトンネルロードバランシングの開始は、9700-EXおよび
9700-FXラインカードを搭載したCisco Nexus 9500プラットフォームスイッチでサポートされ
ます。ただし、IPv6フローの GTPトンネルロードバランシングは、FM-E2ファブリックモ
ジュールを搭載したCisco Nexus 9500プラットフォームスイッチでのみサポートされます。そ
れは、FM-Eファブリックモジュールをもつ Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチでは
サポートされません。ハードウェア制御はポートチャネルとECMPの両方で同じであるため、
GTPオプションを使用して port-channel load-balanceまたは ip load-sharingを有効にすると、両
方のケースでGTPTEIDベースのロードバランシングが有効になります。マルチカプセル化パ
ケットでは、GTPヘッダーが外部ヘッダーの一部である場合、ハッシュのために外部レイヤか
ら GTP TEIFを取得します。GTPヘッダーが内部ヘッダーの一部である場合、内部レイヤから
GTP TEIFを取得してハッシュします。

GTPトンネルロードバランシングは、Cisco Nexus 9300-EX、9300-FX、9300-FX2、9394C、お
よび 9300-GXプラットフォームスイッチでサポートされます。

この機能は、GTPUパケットに存在する 32ビットTEID値で送信元および宛先ポート情報を上
書きします。

GTPトンネルのロードバランシング機能により、次のサポートが追加されます。

•物理インターフェイスでの IPv4/IPv6トランスポートヘッダーによる GTP

• TEトンネルを介した GTPトラフィック

• UDPポート 2152を使用した GTPU

ポートチャネルの設定
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ip load-sharing address source-destination gtpu コマンドは、GTPトンネルロードバランシン
グをイネーブルにします。

ロードバランシング後のGTPトラフィックの出力インターフェイスを確認するには、L4プロ
トコルの送信元および宛先ポート番号の代わりに TEIDを指定して show cef {ipv4 | ipv6}
exact-route コマンドを使用します。送信元ポートで TEIDの 16MSBist、宛先ポートで TEIDの
16LSBitsを使用します。

port-channel load-balance src-dst gtpu コマンドは、UDP宛先ポート番号 2152のGTPパケット
をイネーブルにして、GTP TEID値に基づいてロードバランシングを行います。このコマンド
は、外側の 5つのタプル（src-ip、dst-ip、 ip proto、L4 sport、L4 dport）が同じであっても、ス
イッチがGTPパケットのロードバランシングを行えるようにします。ハードウェア制御はポー
トチャネルと ECMPの両方で同じであるため、GTPオプションを使用して port-channel
load-balanceまたは ip load-sharingを有効にすると、GTP TEIDベースのロードバランシングが
有効になります。

• port-channel load-balance src-dst gtpu コマンドは、VXLANカプセル化の有無にかかわら
ず、両方の GTPパケットに適用できます。

• GTPヘッダーが外部レイヤの一部である場合、 port-channel load-balance src-dst gtpu コ
マンドはハッシュのために外部レイヤから GTP TEIDを取得します。

• GTPヘッダーが内部レイヤの一部である場合、 port-channel load-balance src-dst gtpu コ
マンドはハッシュのために内部レイヤから GTP TEIDを取得します。

show port-channel load-balance forwarding-pathコマンドを使用する場合は、プロトコルフィー
ルドを 17に設定し、他のパラメータの値を設定する必要があります。次に例を示します。
switch(config)# show port-channel load-balance forwarding-path interface port-channel 2
src-ip 1.1.1.1 dst-ip 2.2.2.2 gtpteid
0x3 protocol 17

LACP
LACPでは、最大 16のインターフェイスを 1つのポートチャネルに設定できます。

LACPの概要
イーサネットのリンクアグリゲーション制御プロトコル（LACP）は、IEEE 802.1AXおよび
IEEE 802.3adで定義されています。このプロトコルは、物理ポートをまとめて 1つの論理チャ
ネルを形成する方法を制御します。

LCAPは、使用する前にイネーブルにする必要があります。デフォルトでは、LACPはディセー
ブルです。LACPのイネーブル化については、「LACPのイネーブル化」の項を参照してくだ
さい。

（注）

ポートチャネルの設定
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システムはこの機能をディセーブルにする前のチェックポイントを自動的に取得するため、こ

のチェックポイントにロールバックできます。ロールバックおよびチェックポイントについて

は、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System Management Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

次の図は、個々のリンクを個別リンクとして機能させるだけでなく LACPポートチャネルお
よびチャネルグループに組み込む方法を示したものです。

図 2 :個々のリンクをポートチャネルに組み込む

LACPでは、最大 16のインターフェイスを 1つのチャネルグループにまとめることができま
す。

ポートチャネルを削除すると、ソフトウェアは関連付けられたチャネルグループを自動的に

削除します。すべてのメンバインターフェイスはオリジナルの設定に戻ります。

（注）

LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはできません。

ポートチャネルモード

ポートチャネルの個別インターフェイスは、チャネルモードで設定します。スタティックポー

トチャネルを集約プロトコルを使用せずに実行すると、チャネルモードは常に onに設定され
ます。デバイス上でLACPをグローバルにイネーブルにした後、各チャネルのLACPをイネー
ブルにします。それには、各インターフェイスのチャネルモードを activeまたは passiveに設
定します。チャネルグループにリンクを追加すると、LACPチャネルグループの個別リンク
にチャネルモードを設定できます。

activeまたは passiveのチャネルモードで、個々のインターフェイスを設定するには、まず、
LACPをグローバルにイネーブルにする必要があります。

（注）

ポートチャネルの設定
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次の図は、チャネルモードをまとめたものです。

表 1 :ポートチャネルの個別リンクのチャネルモード

説明チャネルモード

LACPはこのポートチャネルでイネーブルに
なっており、ポートはパッシブネゴシエーショ

ン状態になっています。ポートは受信した

LACPパケットに応答しますが、LACPネゴシ
エーションは開始しません。

passive

LACPはこのポートチャネルでイネーブルに
なっており、ポートはアクティブネゴシエー

ション状態です。アクティブモードでは、ポー

トは LACPパケットを送信することによって
他のポートとのネゴシエーションを開始しま

す。

active

LACPはこのポートチャネルでディセーブル
であり、ポートは非ネゴシエーション状態で

す。ポートチャネルがon状態であることは、
スタティックモードであることを表します。

ポートはポートチャネルメンバーシップの確

認またはネゴシエートを行いません。LACP
をイネーブルにする前にチャネルモードをア

クティブまたはパッシブにしようとすると、

デバイス表示はエラーメッセージを表示しま

す。LACPは、on状態のインターフェイスと
ネゴシエートする場合、LACPパケットを受
信しないため、そのインターフェイスと個別

のリンクを形成します。つまり、LACPチャ
ネルグループには参加しません。on状態が、
デフォルトポートチャネルモードです。

on

LACPは、パッシブおよびアクティブモードの両方でポート間をネゴシエートして、ポート速
度やトランキングステートなどを基準にしてポートチャネルを形成できるかどうかを決定し

ます。パッシブモードは、リモートシステムやパートナーが LACPをサポートするかどうか
不明の場合に役に立ちます。

次の例のようにモードに互換性がある場合、ポートの LACPモードが異なれば、2つのデバイ
スは LACPポートチャネルを形成できます。

ポートチャネルの設定
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表 2 :チャネルモードの互換性

結果デバイス 2 >ポート-2デバイス 1 >ポート-1

ポートチャネルを形成できます。アクティブアクティブ

ポートチャネルを形成できます。PassiveActive

ネゴシエーションを開始できるポートがないた

め、ポートチャネルを形成できません。

パッシブパッシブ

LACPが片側でのみ有効になっているため、ポー
トチャネルを形成できません。

アクティブ点灯

LACPが有効になっていないため、ポートチャ
ネルを形成できません。

パッシブ点灯

LACP IDパラメータ
ここでは、LACPパラメータについて説明します。

LACPシステムプライオリティ

LACPを実行するどのシステムにも LACPシステムプライオリティ値があります。このパラ
メータのデフォルト値である 32768をそのまま使用するか、1～ 65535の範囲で値を設定でき
ます。LACPは、このシステムプライオリティとMACアドレスを組み合わせてシステム ID
を生成します。また、システムプライオリティを他のデバイスとのネゴシエーションにも使用

します。システムプライオリティ値が大きいほど、プライオリティは低くなります。

LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもの
です。

（注）

LACPポートプライオリティ

LACPを使用するように設定されたポートにはそれぞれLACPポートプライオリティがありま
す。デフォルト値である32768をそのまま使用するか、1～65535の範囲で値を設定できます。
LACPでは、ポートプライオリティおよびポート番号によりポート IDが構成されます。

また、互換性のあるポートのうち一部を束ねることができない場合に、どのポートをスタンバ

イモードにし、どのポートをアクティブモードにするかを決定するのに、ポートプライオリ

ティを使用します。LACPでは、ポートプライオリティ値が大きいほど、プライオリティは低
くなります。指定ポートが、より低い LACPプライオリティを持ち、ホットスタンバイリン
クではなくアクティブリンクとして選択される可能性が最も高くなるように、ポートプライ

オリティを設定できます。

ポートチャネルの設定
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LACP管理キー

LACPは、LACPを使用するように設定されたポートごとに、チャネルグループ番号と同じ管
理キー値を自動的に設定します。管理キーにより、他のポートとともに集約されるポートの機

能が定義されます。他のポートとともに集約されるポートの機能は、次の要因によって決まり

ます。

•ポートの物理特性。データレートやデュプレックス性能などです。

•ユーザが作成した設定に関する制約事項

LACPマーカーレスポンダ
ポートチャネルを使用すればデータトラフィックを動的に再配布できます。この再配布によ

り、リンクが削除または追加されたり、ロードバランシングスキームが変更されることもあ

ります。トラフィックフローの途中でトラフィックが再配布されると、フレームの秩序が乱れ

る可能性があります。

LACPはMarker Protocolを使って、再配布によってフレームが重複したり順番が入れ替わらな
いようにします。MarkerProtocolは、所定のトラフィックフローのすべてのフレームがリモー
トエンドで正しく受信すると検出します。LACPはポートチャネルリンクごとにMarkerPDUS
を送信します。リモートシステムは、Marker PDUよりも先にこのリンクで受信されたすべて
のフレームを受信すると、MarkerPDUに応答します。リモートシステムは次にMarkerResponder
を送信します。ポートチャネルのすべてのメンバリンクのMarker Responderを受信したロー
カルシステムは、トラフィックフローのフレームを正しい順序で再配分します。ソフトウェ

アはMarker Responderだけをサポートします。

LACPがイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネル
の相違点

次の表に、LACPがイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネルの主な相違
点を示します。

表 3 : LACPがイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネル

スタティックポートチャネルLACPがイネーブルのポート
チャネル

構成

N/Aグローバルにイネーブル適用されるプロトコル

Onだけ次のいずれか

• Active

• Passive

リンクのチャネルモード

ポートチャネルの設定
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スタティックポートチャネルLACPがイネーブルのポート
チャネル

構成

3232チャネルを構成する最大リン

ク数

LACP互換性の拡張
Cisco Nexus 9000シリーズのデバイスが非 Nexusピアに接続されている場合、そのグレースフ
ルフェールオーバーのデフォルトが、無効にされたポートがダウンになるための時間を遅らせ

る可能性があります。また、ピアからのトラフィックを喪失する原因にもなります。これらの

条件に対処するため、 lacp graceful-convergenceコマンドが追加されました。

デフォルトで、ピアから LACP PDUを受信しない場合、ポートは一時停止状態に設定されま
す。 lacp suspend-individualは Cisco Nexus 9000シリーズスイッチではデフォルト設定です。
このコマンドは、LACP PDUを受信しない場合、ポートを中断状態にします。場合によって
は、この機能は誤設定によって作成されるループの防止に役立ちますが、サーバが LACPに
ポートを論理的アップにするように要求するため、サーバの起動に失敗する原因になることが

あります。no lacp suspend-individualコマンドを使用して、ポートを個別の状態に設定できま
す。個々に設定されているポートは、ポート設定に基づいて個々のポートの属性を取得しま

す。

LACPポートチャネルは、サーバとスイッチを接続すると、リンクの迅速なバンドルのために
LACP PDUを交換します。ただし、PDUが受信されない場合は、リンクが中断状態になりま
す。

delayed LACP機能により、LACPPDUの受信前に 1つのポートチャネルメンバー（遅延LACP
ポート）がまず通常のポートチャネルのメンバーとしてアップできます。このメンバーがLACP
モードで接続した後に、他のメンバー（補助 LACPポート）がアップします。これにより、
PDUが受信されない場合にリンクが中断状態になることが回避されます。

ポートチャネルのどのポートが最初に起動するかは、ポートのポートプライオリティ値によっ

て決まります。プライオリティ値が最も低いポートチャネルのメンバーリンクが、LACP遅
延ポートとして最初に起動します。リンクの動作ステータスに関係なく、LACPポートに設定
されたプライオリティが使用され、遅延 lacpポートが選択されます。

この機能は、レイヤ 2ポートチャネル、トランクモードスパニングツリー、および vPCをサ
ポートします。

•同じポートチャネルで no lacp suspend-individuallacp mode delayを使用することは、非
lacp遅延ポートを個別の状態にする可能性があるため、推奨されません。ベストプラク
ティスとして、これら 2つの設定を組み合わせないようにする必要があります。

•レイヤ 3ポートチャネルではサポートされません。

• Cisco Nexus 9500スイッチおよび FEX HIFおよび FEXファブリックポートではサポート
されません。

ポートチャネルの設定
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LACPポートチャネルの最小リンクおよびMaxBundle
ポートチャネルは、同様のポートを集約し、単一の管理可能なインターフェイスの帯域幅を増

加させます。

最小リンクおよびmaxbundle機能の導入により、LACPポートチャネル動作を改善し、単一の
管理可能なインターフェイスの帯域幅を増加させます。

LACPポートチャネルの最小リンク機能は次の処理を実行します。

• LACPポートチャネルにリンクアップし、バンドルする必要があるポートの最小数を設
定します。

•低帯域幅の LACPポートチャネルがアクティブにならないようにします。

•必要な最小帯域幅を提供するアクティブメンバーポートが少数の場合、LACPポートチャ
ネルが非アクティブになります。

LACPMaxBundleは、LACPポートチャネルで許可されるバンドルポートの最大数を定義しま
す。

LACP MaxBundle機能では、次の処理が行われます。

• LACPポートチャネルのバンドルポートの上限数を定義します。

•バンドルポートがより少ない場合のホットスタンバイポートを可能にします。（たとえ
ば、5つのポートを含む LACPポートチャネルにおいて、ホットスタンバイポートとし
てそれらのポートの 2つを指定できます）。

最小リンクおよびmaxbundle機能は、LACPポートチャネルだけで動作します。ただし、デバ
イスでは非 LACPポートチャネルでこの機能を設定できますが、機能は動作しません。

（注）

LACP高速タイマー
LACPタイマーレートを変更することにより、LACPタイムアウトの時間を変更することがで
きます。lacp rateコマンドを使用すれば、LACPがサポートされているインターフェイスに
LACP制御パケットを送信する際のレートを設定できます。タイムアウトレートは、デフォル
トのレート（30秒）から高速レート（1秒）に変更することができます。このコマンドは、
LACPがイネーブルになっているインターフェイスでのみサポートされます。LACP高速タイ
マーレートを設定するには、「LACP高速タイマーレートの設定」の項を参照してください。

ポートチャネルメンバーポートで LACP高速タイマーレートが設定されている場合、LACP
PDUは毎秒交換されます。3つの連続した LACP PDUが失われると、タイムアウトが発生し
ます。システムのスイッチオーバーおよび ISSU中に、LACP PDUが 1秒間隔で送信されない
ことがあります。これにより、タイムアウトが発生し、ピアポートが再初期化されることがあ

ります。Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降、次の Cisco Nexus 9500シリーズスイッチは、ユー
ザが開始したシステムスイッチオーバー中に LACP高速タイマーをサポートします。

ポートチャネルの設定
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• N9K-C9504-FM-E、N9K-C9508-FM-E、N9K-C9506-FM-E2、またはN9K-C9516-FM-E2ファ
ブリックモジュールを搭載した Cisco Nexus 9500シリーズスイッチ

• Cisco Nexus 9500シリーズスイッチ（N9K-X9736C-EX、N9K-X9732C-EX、
N9K-X9732C-FX、N9K-X97160YC-EX、N9K-X9732C-EXM、N9K-X9736C-FX、
N9K-X9788TC-FX、または N9K-X97284YC-FXラインカード搭載）

ISSUおよび非グレースフルスイッチオーバーは、LACP高速タイマーではサポートされませ
ん。

仮想化のサポート

メンバポートと他のポートチャネルに関連する設定は、ポートチャネルとメンバポートを持

つ仮想デバイスコンテキスト（VDC）で設定します。各 VDCで 1～ 4096の番号を使用して
ポートチャネルに番号を付けることができます。

1つのポートチャネルのすべてのポートは同じ VDCに置く必要があります。LACPを使用す
る場合、8つすべてのアクティブポートと 8つすべてのスタンバイポートは同じ VDCである
ことが必要です。

デフォルト VDCのポートチャネルを使用するロードバランシングを設定する必要がありま
す。ロードバランシングの詳細については、「ポートチャネルを使用したロードバランシン

グ」の項を参照してください。

（注）

高可用性

ポートチャネルは、複数のポートのトラフィックをロードバランシングすることでハイアベ

イラビリティを実現します。物理ポートが故障した場合、ポートチャネルのメンバがアクティ

ブであればポートチャネルは引き続き動作します。モジュール間の設定が共通しているため、

異なるモジュールのポートをバンドルして、モジュール故障時にも動作するポートチャネルを

作成できます。

ポートチャネルは、ステートフル再起動とステートレス再起動をサポートします。ステートフ

ル再起動はスーパーバイザ切り替え時に発生します。切り替え後、Cisco NX-OSソフトウェア
は実行時の設定を適用します。

動作しているポート数が設定された最小リンク数を下回った場合、ポートチャネルはダウンし

ます。

ハイアベイラビリティ機能の詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability
and Redundancy Guide』を参照してください。

（注）
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ポートチャネリングの前提条件
ポートチャネリングには次の前提条件があります。

•デバイスにログインしていること。

•シングルポートチャネルのすべてのポートは、レイヤ 2またはレイヤ 3ポートであるこ
と。

•シングルポートチャネルのすべてのポートが、互換性の要件を満たしていること。互換
性要件の詳細については、「互換性要件」の項を参照してください。

•デフォルト VDCのロードバランシングを設定すること。

注意事項と制約事項
ポートチャネル設定時のガイドラインおよび制約事項は、次のとおりです。

• Gen 1ラインカードを備えた Cisco Nexus 9516スイッチでの拡張ポートチャネルの導入で
は、コマンドの後にコマンドとコマンドを使用する必要があります。port-channel
scale-fanout copy run start reload

•キーワードが付いているshowコマンドinternalはサポートされていません。

• LACPポートチャネルの最小リンクおよび maxbundle機能は、ホストインターフェイス
ポートチャネルではサポートされていません。

•この機能を使用する前に LACPをイネーブルにする必要があります。

•デバイスに複数のポートチャネルを設定できます。

•共有および専用ポートは同じポートチャネルに設定できません（共有ポートおよび専用
ポートについては、「基本インターフェイスパラメータ章の設定」を参照してください）。

•レイヤ 2ポートチャネルでは、ポートに互換性が設定されていれば、STPポートパスコ
ストが異なる場合でもポートチャネルを形成できます。互換性要件の詳細については、

「互換性要件」の項を参照してください。

• L3ポートチャネルインターフェイス間に L2 ePBRが構成されている場合、LACPパケッ
トが ePBRデバイスでドロップされるため、ポートチャネルは起動しません。

•カプセル化された NVGREパケットで IPv6トラフィックを送信する場合、トラフィック
は使用可能なすべてのアップリンクでロードシェアリングされるわけではありません。1
つのアップリンクのみが使用されます。ただし、IPv4カプセル化NVGREトラフィックで
は、トラフィックはすべてのアップリンクに送信されます。これは、CiscoNXOSリリース
10.1(1)の Cisco Nexus 9300-FX3スイッチプラットフォームに適用されます。

• STPでは、ポートチャネルのコストはポートメンバーの集約帯域幅に基づきます。

ポートチャネルの設定
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•ポートチャネルを設定した場合、ポートチャネルインターフェイスに適用した設定はポー
トチャネルメンバポートに影響を与えます。メンバポートに適用した設定は、設定を適

用したメンバポートにだけ影響します。

• LACPは半二重モードをサポートしません。LACPポートチャネルの半二重ポートは中断
ステートになります。

•ポートチャネルグループに属するポートはプライベート VLANポートとして設定しない
でください。ポートがプライベート VLANの設定に含まれている間は、そのポートチャ
ネルの設定は非アクティブになります。

•チャネルメンバポートを発信元または宛先 SPANポートにできません。

•ポートチャネルは、第1世代100Gラインカード（N9K-X9408PC-CFP2）または汎用拡張モ
ジュール（N9K-M4PC-CFP2）ではサポートされていません。

•ポートチャネルは、第2世代（以降）の100Gインターフェイスを備えたデバイスでサポー
トされます。

•ポートチャネルは、Cisco Nexus 9300および 9500シリーズデバイスのアプリケーション
リーフエンジン（ALE）アップリンクポートに関する制約事項の影響を受ける可能性が
あります（「ALEアップリンクポートに関する制約事項」）。

•ポートチャネルの復元ハッシュは、CiscoNexus9200、CiscoNexus9300-EX、および9700-EX
ラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500スイッチではサポートされません。

•復元力のあるハッシュ（ポートチャネルロードバランシング復元力）および VXLAN設
定は、ALEアップリンクポートを使用した VTEPと互換性がありません。

復元力のあるハッシュはデフォルトではディセーブルになってい

ます。

（注）

•サテライト/ FEXポートのサブインターフェイスの最大数は63です。

• Cisco Nexus 92300YCスイッチでは、同じクワドラントの一部である最初の 24個のポー
ト。同じクワドラントのすべてのポートは同じ速度である必要があります。クワドラント

内のポートで異なる速度を使用することはサポートされていません。次に、同じクワドラ

ントを共有するCisco Nexus 92300YCスイッチの最初の24個のポートを示します。

• 1,4,7,10

• 2,5,8,11

• 3,6,9,12

• 13,16,19,22

• 14,17,20,23

• 15,18,21,24

ポートチャネルの設定
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• X96136YC-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500スイッチでは、ポート 17〜 48は
同じクワドラントの一部です。同じクワドラントのポートは、すべてのポートで同じ速度

（1/10Gまたは 25G）である必要があります。クワドラント内のポートで異なる速度を使
用することはサポートされていません。クワドラントのいずれかのポートに異なる速度を

設定すると、ポートはエラーディセーブル状態になります。同じクワドラントのインター

フェイスは次のとおりです。

• 17～ 20

• 21～ 24

• 25～ 28

• 29～ 32

• 33～ 36

• 37～ 40

• 41～ 44

• 45～ 48

•レジリエントハッシュは、N9K-X9636C-R、N9K-X9636Q-R、N9K-X9636C-RX、および
N9K-X96136YC-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500 Seriesスイッチでサポートさ
れています。

•ポートチャネル対称ハッシュは、Cisco Nexus 9200、9300-EX、9300-FX/FX2、および
9300-GXプラットフォームスイッチと、N9K-X9732C-EX、N9K-X9736C-EX、
N9K-X9736C-FX、および N9K-X9732C-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プ
ラットフォームスイッチでサポートされています。

• ECMP対称ハッシュは、Cisco Nexus 9200、9300-EX、および 9300-FX/FX2/FX3プラット
フォームスイッチと、N9K-X9732C-EX、N9K-X9736C-EX、N9K-X9736C-FX、および
N9K-X9732C-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで
サポ－とされています。

• GRE内部ヘッダーは、次のスイッチでサポートされます。

• Cisco Nexus 9364Cプラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9336C-FX2、9348GC-FXP、93108TC-FX、93180YC-FX、および
93240YC-FX2プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-FX3プラットフォームスイッチ

• N9K-X9736C-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッ
チ

ポートチャネルの設定
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• Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降では、Cisco Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチ
は VXLANおよび IP-in-IPトンネリングの共存をサポートします。制限事項を含む詳細に
ついては、「VXLAN and IP-in-IP Tunneling」の項（『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
VXLAN Configuration Guide, Release 9.3(x)』）を参照してください。

• Cisco Nexus 9000 NX-OSリリース10.2（1）以降、admin up状態のポートチャネルで設定が
許可されます。[no] lacp suspend-individualこの機能は、すべてのCisco Nexus 9000シリー
ズプラットフォームスイッチでサポートされています。

• CiscoNexus9000NX-OSリリース10.2（1）以降、この設定はPXEブートをサポートし、サー
バの設定ミスによるL2ループを防止します。[no] lacp suspend-individual pxeこの設定で
は、通常のポートチャネルとvPCピアの両方で1つのポートチャネルメンバーのみを個別
（I）状態にすることができます。とは同じ設定で、show lacp suspend-individualとして実行
されているshowに表示されます。lacp suspend-individuallacp suspend-individual pxe vPCサ
ブシステムの場合、この設定は両方のvPCレッグに適用する必要があります。そうでない
場合は、vPCセカンダリがダウンします。この機能は、すべての Cisco Nexus 9000シリー
ズプラットフォームスイッチでサポートされています。ただし、FEXはサポートされて
いません。

• LACPを使用する FEXインターフェイスの場合、FEXインターフェイスのすべての DME
操作/ランタイムプロパティは更新されません。FEXポートのすべてのランタイムアップ
デートは、FEXLACPプロセスコンテキストから発生し、親スイッチに通信されません。
これは、1日目の動作です。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(1)F以降、src/dst ipおよび src/dst L4ポート番号に基づくハッ
シュは、Cisco Nexus 9808プラットフォームスイッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)以降、LACPレイヤ 3ポートチャネルは Nexus 9800シリー
ズスイッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、src/dst ipおよび src/dst L4ポート番号に基づくハッ
シュは、Cisco Nexus 9804プラットフォームスイッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、Cisco Nexus 9808および 9804スイッチを搭載した
N9KX98900CD-Aおよび N9KX9836DM-Aラインカードに基づくハッシュ。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、src/dst ipおよび src/dst L4ポート番号に基づくハッ
シュは、Cisco Nexus 9808および 9804スイッチを搭載した N9KX98900CD-Aおよび
N9KX9836DM-Aラインカードでサポートされます。

デフォルト設定
次の表に、ポートチャネルパラメータのデフォルト設定を示します。

ポートチャネルの設定
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表 4 :デフォルトポートチャネルパラメータ

デフォルトパラメータ

管理アップポートチャネル

送信元および宛先 IPアドレスレイヤ 3インターフェイスのロードバランシ
ング方式

送信元および宛先MACアドレスレイヤ 2インターフェイスのロードバランシ
ング方式

ディセーブルモジュールごとのロードバランシング

ディセーブルLACP

onチャンネルモード

32768LACPシステムプライオリティ

32768LACPポートプライオリティ

1LACP用最少リンク数

32Maxbundle

1FEXファブリックポートチャネル用最少リン
ク数

ポートチャネルの設定

ポートチャネルインターフェイスに最大伝送単位（MTU）を設定する手順については、「基
本インターフェイスパラメータの設定」の章を参照してください。ポートチャネルインター

フェイスに IPv4および IPv6アドレスを設定する手順については、「レイヤ 3インターフェイ
スの設定」の章を参照してください。

（注）

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

ポートチャネルの設定
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ポートチャネルの作成

チャネルグループを作成する前に、ポートチャネルを作成します。関連するチャネルグルー

プは自動的に作成されます。

ポートチャネルがチャネルグループの前に作成されると、ポートチャネルは、メンバーイン

ターフェイスが設定されるインターフェイス属性のすべてを使用して設定される必要がありま

す。switchport mode trunk {allowed vlan vlan-id | native vlan-id}コマンドを使用して、メンバー
を設定します。

（注）

これは、チャネルグループのメンバがレイヤ2ポート（switchport）およびトランク（switchport
mode trunk）の場合にのみ必要です。

no interface port-channelコマンドを使用して、ポートチャネルを削除し、関連するチャネル
グループを削除します。

目的コマンド

ポートチャネルを削除し、関連するチャ

ネルグループを削除します。

no interface port-channel channel-number

例：

switch(config)# no interface port-channel 1

（注）

始める前に

LACPベースのポートチャネルにする場合は LACPをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel channel-number

3. show port-channel summary
4. no shutdown
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポートチャネルの設定
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目的コマンドまたはアクション

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

interface port-channel channel-number

例：

ステップ 2

ドを開始します。範囲は1～4096です。CiscoNX-OS
switch(config)# interface port-channel 1
switch(config-if) ソフトウェアは、チャネルグループがない場合はそ

れを自動的に作成します。

（任意）ポートチャネルに関する情報を表示しま

す。

show port-channel summary

例：

ステップ 3

switch(config-router)# show port-channel
summary

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致す

るインターフェイスおよびVLANのエラーをクリア
no shutdown

例：

ステップ 4

します。このコマンドにより、ポリシープログラミ
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ングが続行でき、ポートがアップできます。ポリ

シーが対応していない場合は、エラーはerror-disabled
ポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次の例は、ポートチャネルの作成方法を示しています。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1

ポートチャネルを削除したときにインターフェイス設定がどのように変わるかの詳細

については、「互換性要件」の項を参照してください。

レイヤ 2ポートをポートチャネルに追加
新しいチャネルグループまたはすでにレイヤ2ポートを含むチャネルグループにレイヤ2ポー
トを追加できます。ポートチャネルがない場合は、このチャネルグループに関連付けられた

ポートチャネルが作成されます。

ポートチャネルの設定
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no channel-groupコマンドを使用して、チャネルグループからポートを削除します。

目的コマンド

チャネルグループからポートを削除しま

す。

no channel-group

例：

switch(config)# no channel-group

（注）

始める前に

LACPベースのポートチャネルにする場合は LACPをイネーブルにします。

すべてのレイヤ 2メンバポートは、全二重モードで同じ速度で実行されている必要がありま
す。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. switchport
4. switchport mode trunk
5. switchport trunk {allowed vlan vlan-id | native vlan-id}
6. channel-group channel-number [force] [mode {on | active | passive}]
7. show interface type slot/port

8. no shutdown
9. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

チャネルグループに追加するインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスをレイヤ 2アクセスポートとして
設定します。

switchport

例：

ステップ 3

switch(config)# switchport

ポートチャネルの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスをレイヤ 2トランクポー
トとして設定します。

switchport mode trunk

例：

ステップ 4

switch(config)# switchport mode trunk

（任意）レイヤ 2トランクポートに必要なパラメー
タを設定します。

switchport trunk {allowed vlan vlan-id | native vlan-id}

例：

ステップ 5

switch(config)# switchport trunk native 3
switch(config-if)#

チャネルグループ内にポートを設定し、モードを設

定します。channel-numberの指定できる範囲は 1～
channel-group channel-number [force] [mode {on | active
| passive}]

例：

ステップ 6

4096です。ポートチャネルがない場合は、このチャ
ネルグループに関連付けられたポートチャネルが• switch(config-if)# channel-group 5
作成されます。すべてのスタティックポートチャ

• switch(config-if)# channel-group 5 force ネルインターフェイスは、onモードに設定されま
す。すべての LACP対応ポートチャネルインター
フェイスを activeまたは passiveに設定する必要が
あります。デフォルトモードは onです。

（任意）一部の設定に互換性がないインターフェイ

スをチャネルに追加します。強制されるインター

フェイスは、チャネルグループと同じ速度、デュプ

レックス、およびフロー制御設定を持っている必要

があります。

forceオプションは、ポートにポート
チャネルの他のメンバーとの QoSポリ
シーの不一致がある場合に失敗します。

（注）

（任意）インターフェイスの内容を表示します。show interface type slot/port

例：

ステップ 7

switch# show interface port channel 5

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致す

るインターフェイスおよびVLANのエラーをクリア
no shutdown

例：

ステップ 8

します。このコマンドにより、ポリシープログラミ
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ングが続行でき、ポートがアップできます。ポリ

シーが対応していない場合は、エラーはerror-disabled
ポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、レイヤ 2イーサネットインターフェイス 1/4をチャネルグループ 5に追加する
例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# channel-group 5

レイヤ 3ポートをポートチャネルに追加
新しいチャネルグループまたはすでにレイヤ 3ポートが設定されているチャネルグループに
レイヤ 3ポートを追加できます。ポートチャネルがない場合は、このチャネルグループに関
連付けられたポートチャネルが作成されます。

追加するレイヤ 3ポートに IPアドレスが設定されている場合、ポートがポートチャネルに追
加される前にその IPアドレスは削除されます。レイヤ 3ポートチャネルを作成したら、ポー
トチャネルインターフェイスに IPアドレスを割り当てることができます。

no channel-groupコマンドを使用して、チャネルグループからポートを削除します。チャネル
グループから削除されたポートは元の設定に戻ります。このポートの IPアドレスを再設定す
る必要があります。

目的コマンド

チャネルグループからポートを削除しま

す。

no channel-group

例：

switch(config)# no channel-group

（注）

始める前に

LACPベースのポートチャネルにする場合は LACPをイネーブルにします。

レイヤ 3インターフェイスに設定した IPアドレスがあれば、この IPアドレスを削除します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. no switchport
4. channel-group channel-number [force] [mode {on | active | passive}]
5. show interface type slot/port

6. no shutdown
7. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

チャネルグループに追加するインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスをレイヤ 3ポートとして設定しま
す。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

チャネルグループ内にポートを設定し、モードを設

定します。channel-numberの指定できる範囲は 1～
channel-group channel-number [force] [mode {on | active
| passive}]

例：

ステップ 4

4096です。ポートチャネルがない場合は、このチャ
ネルグループに関連付けられたポートチャネルが

作成されます。
• switch(config-if)# channel-group 5

• switch(config-if)# channel-group 5 force
（任意）一部の設定に互換性がないインターフェイ

スをチャネルに追加します。強制されるインター

フェイスは、チャネルグループと同じ速度、デュプ

レックス、およびフロー制御設定を持っている必要

があります。

（任意）インターフェイスの内容を表示します。show interface type slot/port

例：

ステップ 5

switch# show interface ethernet 1/4

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致す

るインターフェイスおよびVLANのエラーをクリア
no shutdown

例：

ステップ 6

します。このコマンドにより、ポリシープログラミ
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ングが続行でき、ポートがアップできます。ポリ

シーが対応していない場合は、エラーはerror-disabled
ポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、レイヤ 3イーサネットインターフェイス 1/5を onモードのチャネルグループ
6に追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# channel-group 6

次の例では、レイヤ 3ポートチャネルインターフェイスを作成し、IPアドレスを割り
当てる方法を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 4
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8

情報目的としての帯域幅および遅延の設定

ポートチャネルの帯域幅は、チャネル内のアクティブリンクの合計数によって決定されます。

情報目的でポートチャネルインターフェイスに帯域幅および遅延を設定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel channel-number

3. bandwidth value

4. delay value

5. exit
6. show interface port-channel channel-number

7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel channel-number

例：

switch(config)# interface port-channel 2
switch(config-if)#

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

情報目的で使用される帯域幅を指定します。有効な

範囲は 1～ 3,200,000,000 kbsです。デフォルト値は
bandwidth value

例：

ステップ 3

チャネルグループのアクティブインターフェイス

の合計によって異なります。
switch(config-if)# bandwidth 60000000
switch(config-if)#

情報目的で使用されるスループット遅延を指定しま

す。範囲は、1～ 16,777,215（10マイクロ秒単位）
です。デフォルト値は 10マイクロ秒です。

delay value

例：

switch(config-if)# delay 10000
switch(config-if)#

ステップ 4

インターフェイスモードを終了し、コンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

switch(config-if)# exit
switch(config)#

（任意）指定したポートチャネルのインターフェイ

ス情報を表示します。

show interface port-channel channel-number

例：

ステップ 6

switch# show interface port-channel 2

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ポートチャネル 5の帯域幅および遅延の情報パラメータを設定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 5
switch(config-if)# bandwidth 60000000
switch(config-if)# delay 10000
switch(config-if)#

ポートチャネルインターフェイスのシャットダウンと再起動

ポートチャネルインターフェイスをシャットダウンして再起動できます。ポートチャネルイ

ンターフェイスをシャットダウンすると、トラフィックは通過しなくなりインターフェイスは

管理ダウンします。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel channel-number

ポートチャネルの設定

31

ポートチャネルの設定

ポートチャネルインターフェイスのシャットダウンと再起動



3. shutdown
4. exit
5. show interface port-channel channel-number

6. no shutdown
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel channel-number

例：

switch(config)# interface port-channel 2
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスをシャットダウンします。トラ

フィックは通過せず、インターフェイスは管理ダウ

shutdown

例：

ステップ 3

ン状態になります。デフォルトはシャットダウンな

しです。
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)#

インターフェイスを開くには、 no
shutdownコマンドを使用します。

インターフェイスは管理アップとなりま

す。操作上の問題がなければ、トラ

フィックが通過します。デフォルトは

シャットダウンなしです。

（注）

インターフェイスモードを終了し、コンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

ステップ 4

switch(config-if)# exit
switch(config)#

（任意）指定したポートチャネルのインターフェイ

ス情報を表示します。

show interface port-channel channel-number

例：

ステップ 5

switch(config-router)# show interface port-channel
2

（任意）ポリシーがハードウェアポリシーと一致す

るインターフェイスおよびVLANのエラーをクリア
no shutdown

例：

ステップ 6

します。このコマンドにより、ポリシープログラミ
switch# configure terminal
switch(config)# int e3/1
switch(config-if)# no shutdown

ングが続行でき、ポートがアップできます。ポリ
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目的コマンドまたはアクション

シーが対応していない場合は、エラーはerror-disabled
ポリシー状態になります。

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ポートチャネル 2のインターフェイスをアップする例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 2
switch(config-if)# no shutdown

ポートチャネルの説明の設定

ポートチャネルの説明を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel channel-number

3. description
4. exit
5. show interface port-channel channel-number

6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel channel-number

例：

switch(config)# interface port-channel 2
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルインターフェイスに説明を追加で

きます。説明に 80文字まで使用できます。デフォ
description

例：

ステップ 3

ルトでは、説明は表示されません。このパラメータ

ポートチャネルの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# description engineering
switch(config-if)#

を設定してから、出力に説明を表示する必要があり

ます。

インターフェイスモードを終了し、コンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

ステップ 4

switch(config-if)# exit
switch(config)#

（任意）指定したポートチャネルのインターフェイ

ス情報を表示します。

show interface port-channel channel-number

例：

ステップ 5

switch# show interface port-channel 2

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ポートチャネル 2に説明を追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 2
switch(config-if)# description engineering

ポートチャネルインターフェイスへの速度とデュプレックスの設定

ポートチャネルインターフェイスに速度とデュプレックスを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel channel-number

3. speed {10 | 100 | 1000 | auto}
4. duplex {auto | full | half}
5. exit
6. show interface port-channel channel-number

7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

ポートチャネルの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel channel-number

例：

switch(config)# interface port-channel 2
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルインターフェイスの速度を設定しま

す。デフォルトの自動ネゴシエーションは自動で

す。

speed {10 | 100 | 1000 | auto}

例：

switch(config-if)# speed auto
switch(config-if)#

ステップ 3

ポートチャネルインターフェイスのデュプレック

スを設定します。デフォルトの自動ネゴシエーショ

ンは自動です。

duplex {auto | full | half}

例：

switch(config-if)# speed auto
switch(config-if)#

ステップ 4

インターフェイスモードを終了し、コンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

switch(config-if)# exit
switch(config)#

（任意）指定したポートチャネルのインターフェイ

ス情報を表示します。

show interface port-channel channel-number

例：

ステップ 6

switch# show interface port-channel 2

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ポートチャネル 2に 100 Mb/sを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 2
switch(config-if)# speed 100

ポートチャネルを使ったロードバランシングの設定

VDCアソシエーションにかかわらず、ポートチャネルのロードバランシングアルゴリズムを
設定し、デバイス全体または 1つのモジュールだけに適用できます。

ポートチャネルの設定

35

ポートチャネルの設定

ポートチャネルを使ったロードバランシングの設定



デフォルトのロードバランシングアルゴリズムである、非 IPトラフィック用のsource-dest-mac、
および IPトラフィック用の source-dest-ipを復元するには、no port-channel load-balanceコマ
ンドを使用します。

目的コマンド

デフォルトのロードバランシングアル

ゴリズムを復元します。

no port-channel load-balance

例：

switch(config)# no port-channel load-balance

（注）

始める前に

LACPベースのポートチャネルにする場合は LACPをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. port-channel load-balance method {dst ip | dst ip-gre | dst ip-l4port | dst ip-l4port-vlan | dst

ip-vlan | dst l4port | dst mac | src ip | src ip-gre | src ip-l4port | src ip-l4port-vlan | src ip-vlan |
src l4port | src mac | src-dst ip | src-dst ip-gre | src-dst ip-l4port [symmetric] | src-dst
ip-l4port-vlan | src-dst ip-vlan | src-dst l4port | src-dst mac} [fex {fex-range | all}] [ dst
inner-header ] | src inner-header | src-dst inner-header ] [rotate rotate]

3. show port-channel load-balance
4. show port-channel load-balance [forwarding-path interface port-channel channel-number |src-ip

src-ip |dst-ip dst-ip |protocol protocol |gtp-teid gtp-teid |module module_if]
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスのロードバランシングアルゴリズムを指

定します。指定可能なアルゴリズムはデバイスに

port-channel load-balance method {dst ip | dst ip-gre |
dst ip-l4port | dst ip-l4port-vlan | dst ip-vlan | dst l4port
| dst mac | src ip | src ip-gre | src ip-l4port | src

ステップ 2

よって異なります。レイヤ3のデフォルトは IPv4と
ip-l4port-vlan | src ip-vlan | src l4port | src mac | src-dst IPv6の両方で src-dst ip-l4portで、非 IPのデフォル

トは src-dst macです。
ip | src-dst ip-gre | src-dst ip-l4port [symmetric] | src-dst
ip-l4port-vlan | src-dst ip-vlan | src-dst l4port | src-dst
mac} [fex {fex-range | all}] [ dst inner-header ] | src
inner-header | src-dst inner-header ] [rotate rotate]

GRE内部 IPヘッダーは、送信元、宛
先、および送信元と宛先をサポートしま

す。

（注）

例：
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目的コマンドまたはアクション

• switch(config)# port-channel load-balance
src-dst mac
switch(config)#

次のロードバランシングアルゴリズム

がシンメトリックハッシングをサポー

トします。

• src-dst ip

• src-dst ip-l4port

（注）

• switch(config)# no port-channel load-balance
src-dst mac
switch(config)#

• switch(config)# port-channel load-balance dst
inner-header
switch(config)#

• switch(config)# port-channel load-balance src
inner-header
switch(config)#

• switch(config)# port-channel load-balance
src-dst inner-header
switch(config)#

（任意）ポートチャネルロードバランシングアル

ゴリズムを表示します。

show port-channel load-balance

例：

ステップ 3

switch(config-router)# show port-channel
load-balance

（任意）パケットを転送する EtherChannelインター
フェイスのポートを識別します。

show port-channel load-balance [forwarding-path
interface port-channel channel-number |src-ip src-ip
|dst-ip dst-ip |protocol protocol |gtp-teid gtp-teid |module
module_if]

ステップ 4

例：

switch# show port-channel load-balance
forwarding-path
load-balance

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

MPLSタグ付けトラフィック用にポートチャネルを使ったロードバラ
ンシングの構成

始める前に

• mplsの構成 port-channel load-balanceと mpls load-sharingオプションは共存できません。

• MPLSタグ付き L2トラフィックの場合は、mplsオプションを指定してポートチャネル
ロードバランシング構成を使用できます。

ポートチャネルの設定
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• mplsオプションを使用した feature-set mplsおよび port-channel load-balanceの構成は、相互
に排他的です。

• mplsオプション機能を使用したポートチャネルのロードバランシング機能は、vxlan機能
と共存できません。

•以下は、mpls label-ipが設定された <non-mpls options>を使用したポートチャネルロード

バランスの注意事項および制限事項です。

• SRCと DST L2アドレスフィールドの両方が、ASICのMPLSの 4つのラベルスタッ
クすべてでオーバーロードされます。SRC-MACは上位 3つのラベルでオーバーロー
ドされ、DST-MACは残った 4番目のラベルでオーバーロードされます。この機能を
イネーブルにすると、ハッシュ用のMPLS IPパケットの SRCおよび DST L2 MAC
フィールドが省略される可能性があります。

• SRCまたは DST L2アドレスフィールドに影響を与える非 mplsオプションの場
合ラベルスタックハッシュの計算に影響します。

•以下は、mpls label-onlyが設定された <non-mpls options>を使用したポートチャネルロー

ドバランスの注意事項および制限事項です。

• SRCと DST IPアドレスフィールドの両方が、ASICのMPLSラベルスタック（9ラベ
ル）でオーバーロードされます（SRC-IPは上位5つのラベルでオーバーロードされ、
DST-IPは下位 4つのラベルでオーバーロードされます）。したがって、このバリア
ントをオンにすると、一般に、ハッシュ用のMPLSパケットの SRCおよび DST IP
フィールドが無視される可能性があります。

• <non-mpls options>に「SRC IP」のみのバリアントが含まれている場合、上位 5つの
MPLSラベルのみがハッシュの対象と見なされます（ラベルスタックサイズが 9の
場合）。

• <non-mpls options>にDST IPのみのバリアントが含まれている場合、下位 4つのMPLS
ラベルのみがハッシュ用に考慮されます（スタックサイズ 9のMPLSラベルの場
合）。たとえば、ラベルが 5つしかないMPLSパケットの場合、これらのラベルはい
ずれもハッシュの対象とは見なされません。7つのラベルを持つMPLSパケットの場
合、ハッシュの対象となるのは下位 2ラベルだけです。

• <non-mpls options>に SRCとDST IPフィールドの両方が含まれていない場合、いずれ
のラベルもハッシュの対象と見なされません。

• L4 SRCおよび DSTポートはハッシュの対象になりません。

手順の概要

1. configure terminal
2. port-channel load-balance src-dst ip-l4port mpls {label-ip|label-only}
3. （任意） show port-channel load-balance
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポートチャネルを使用してMPLSのロードバラン
シングを指定します。

port-channel load-balance src-dst ip-l4port mpls
{label-ip|label-only}

例：

ステップ 2

label-ip：MPLSラベルと IPに基づいてロードシェ
アリングを指定します。switch(config)# port-channel load-balance src-dst

ip-l4port mpls label-ip

label-only：MPLSラベルのみに基づいてロードシェ
アリングを指定します。

ポートチャネルロードバランシングアルゴリズム

を表示します。

（任意） show port-channel load-balance

例：

ステップ 3

switch(config)# show port-channel load-balance

例

次の例は、mplsオプションを使用したロードバランス構成です。
switch# show port-channel load-balance
System config:
Non-IP: src-dst mac
IP: src-dst ip-l4port mpls label-ip rotate 0
Port Channel Load-Balancing Configura on for all modules:
Module 1:
Non-IP: src-dst mac
IP: src-dst ip-l4port mpls label-ip rotate 0

LACPのイネーブル化
LACPはデフォルトではディセーブルです。LACPの設定を開始するには、LACPをイネーブ
ルにする必要があります。LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはで
きません。

LACPは、LANポートグループの機能を動的に学習し、残りの LANポートに通知します。
LACPは、正確に一致しているイーサネットリンクを識別すると、リンクを1つのポートチャ
ネルとしてまとめます。次に、ポートチャネルは単一ブリッジポートとしてスパニングツリー

に追加されます。

LACPを設定する手順は次のとおりです。

• LACPをグローバルにイネーブルにするには、feature lacpコマンドを使用します。
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• LACPをイネーブルにした同一ポートチャネルでは、異なるインターフェイスに異なる
モードを使用できます。指定したチャネルグループに割り当てられた唯一のインターフェ

イスである場合に限り、モードを activeと passiveで切り替えることができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature lacp
3. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスの LACPをイネーブルにします。feature lacp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature lacp

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、LACPをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# feature lacp

LACPポートチャネルポートモードの設定
LACPをイネーブルにしたら、LACPポートチャネルのそれぞれのリンクのチャネルモードを
activeまたは passiveに設定できます。このチャネルコンフィギュレーションモードを使用す
ると、リンクは LACPで動作可能になります。

関連する集約プロトコルを使用せずにポートチャネルを設定すると、リンク両端のすべてのイ

ンターフェイスは onチャネルモードを維持します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port
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3. channel-group number mode {active | on | passive}
4. show port-channel summary
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

チャネルグループに追加するインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルのリンクのポートモードを指定し

ます。LACPをイネーブルにしたら、各リンクまた
channel-group number mode {active | on | passive}

例：

ステップ 3

はチャネル全体を activeまたは passiveに設定しま
す。

switch(config-if)# channel-group 5 mode active

関連する集約プロトコルを使用せずにポートチャネ

ルを実行する場合、ポートチャネルモードは常に

onです。

デフォルトポートチャネルモードは onです。

（任意）ポートチャネルの概要を表示します。show port-channel summary

例：

ステップ 4

switch(config-if)# show port-channel summary

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、LACPをイネーブルにしたインターフェイスを、チャネルグループ 5のイーサ
ネットインターフェイス 1/4のアクティブポートチャネルモードに設定する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# channel-group 5 mode active
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LACPポートチャネル最少リンク数の設定
LACPの最小リンク機能を設定できます。最小リンクと maxbundlesは LACPでのみ動作しま
す。ただし、非 LACPポートチャネルに対してこれらの機能の CLIコマンドを入力できます
が、これらのコマンドは動作不能です。

no lacp min-linksコマンドを使用して、デフォルトポートチャネル最小リンクの設定を復元し
ます。

目的コマンド

デフォルトのポートチャネル最小リンク

設定を復元します。

no lacp min-links

例：

switch(config)# no lacp min-links

（注）

始める前に

正しいポートチャネルインターフェイスであることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. lacp min-links number

4. show running-config interface port-channel number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface port-channel number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface port-channel 3
switch(config-if)#

ポートチャネルインターフェイスを指定して、最

小リンクの数を設定します。指定できる範囲は 1～
16です。

lacp min-links number

例：

switch(config-if)# lacp min-links 3

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ポートチャネル最小リンク設定を表示しま

す。

show running-config interface port-channel number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# show running-config interface
port-channel 3

例

次に、アップ/アクティブにするポートチャネルに関して、アップ/アクティブにする
ポートチャネルメンバーインターフェイスの最小数を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 3
switch(config-if)# lacp min-links 3

LACPポートチャネルMaxBundleの設定
LACPの maxbundle機能を設定できます。最小リンクと maxbundlesは LACPでのみ動作しま
す。ただし、非 LACPポートチャネルに対してこれらの機能の CLIコマンドを入力できます
が、これらのコマンドは動作不能です。

デフォルトのポートチャネルmax-bundle設定を復元するには、no lacp max-bundleコマンドを
使用します。

目的コマンド

デフォルトのポートチャネル max-bundle
設定を復元します。

no lacp max-bundle

例：

switch(config)# no lacp max-bundle

（注）

始める前に

正しいポートチャネルインターフェイスを使用していることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. lacp max-bundle number

4. show running-config interface port-channel number
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface port-channel number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface port-channel 3
switch(config-if)#

max-bundleを設定するポートチャネルインターフェ
イスを指定します。

lacp max-bundle number

例：

ステップ 3

ポートチャネルの max-bundleのデフォルト値は 16
です。指定できる範囲は 1～ 32です。

switch(config-if)# lacp max-bundle

デフォルト値は 16ですが、ポートチャ
ネルのアクティブメンバ数は、

pc_max_links_configおよびポートチャネ
ルで許可されている

pc_max_active_membersの最小数です。

（注）

（任意）ポートチャネルmax-bundle設定を表示しま
す。

show running-config interface port-channel number

例：

ステップ 4

switch(config-if)# show running-config interface
port-channel 3

例

次に、ポートチャネルインターフェイスの max-bundleを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 3
switch(config-if)# lacp max-bundle 3

LACP高速タイマーレートの設定
LACPタイマーレートを変更することにより、LACPタイムアウトの時間を変更することがで
きます。lacp rateコマンドを使用し、コマンドを使用すれば、LACPがサポートされているイ
ンターフェイスに LACP制御パケットを送信する際のレートを設定できます。タイムアウト
レートは、デフォルトのレート（30秒）から高速レート（1秒）に変更することができます。
このコマンドは、LACPがイネーブルになっているインターフェイスでのみサポートされま
す。
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LACPタイマーレートの変更は推奨しません。HAおよび SSOは、LACP高速レートのタイ
マーが設定されている場合はサポートされません。

（注）

vPCピアリンクでの lacp rate fastの構成は推奨されません。lacp rate fastが vPCピアリンク
メンバーインターフェイスで設定されている場合、LACPロギングレベルが 5に設定されて
いる場合にのみ、syslogメッセージにアラートが表示されます。

（注）

始める前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. lacp rate fast

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)#

LACPがサポートされているインターフェイスに
LACP制御パケットを送信する際のレートとして高
速レート（1秒）を設定します。

lacp rate fast

例：

switch(config-if)# lacp rate fast

ステップ 3

タイムアウトレートをデフォルトにリセットするに

は、コマンドの no形式を使用します。

例

次の例は、イーサネットインターフェイス 1/4に対して LACP高速レートを設定する
方法を示したものです。

ポートチャネルの設定

45

ポートチャネルの設定

LACP高速タイマーレートの設定



switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# lacp rate fast

次の例は、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPレートをデフォルトのレート
（30秒）に戻す方法を示したものです。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# no lacp rate fast

LACPシステムプライオリティの設定
LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもの
です。

始める前に

LACPをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. lacp system-priority priority

3. show lacp system-identifier
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

LACPで使用するシステムプライオリティを設定し
ます。指定できる範囲は 1～ 65535で、値が大きい

lacp system-priority priority

例：

ステップ 2

ほどプライオリティは低くなります。デフォルト値

は 32768です。
switch(config)# lacp system-priority 40000

VDCごとに LACPシステム IDが異なり
ます。これは、この設定値にMACアド
レスが追加されるためです。

（注）

（任意）LACPシステム識別子を表示します。show lacp system-identifier

例：

ステップ 3

switch(config-if)# show lacp system-identifier
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、LACPシステムプライオリティを 2500に設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# lacp system-priority 2500

LACPポートプライオリティの設定
LACPをイネーブルにしたら、ポートプライオリティの LACPポートチャネルにそれぞれの
リンクを設定できます。

始める前に

LACPをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. lacp port-priority priority

4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

チャネルグループに追加するインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface type slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)#

ステップ 2

LACPで使用するポートプライオリティを設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 65535で、値が大きいほ

lacp port-priority priority

例：

ステップ 3

どプライオリティは低くなります。デフォルト値は

32768です。
switch(config-if)# lacp port-priority
40000
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPポートプライオリティを 40000に
設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# lacp port-priority 40000

LACPシステムMACおよびロールの設定
プロトコル交換用の LACPで使用されるMACアドレスとオプションのロールを設定できま
す。デフォルトでは、LACPはVDCMACアドレスを使用します。デフォルトでは、ロールは
プライマリです。

LACPでデフォルト（VDC）MACアドレスとデフォルトロールを使用するには、no lacp
system-macコマンドを使用します。

この手順は、CiscoNexus 9336C-FX2、93300YC-FX2、および 93240YC-FX2-Zスイッチでサポー
トされています。

始める前に

LACPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. lacp system-mac mac-address role role-value

3. （任意） show lacp system-identifier
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

LACPプロトコル交換で使用するMACアドレスを
指定します。ロールはオプションです。プライマリ

がデフォルトです。

lacp system-mac mac-address role role-value

例：

switch(config)# lacp system-mac 000a.000b.000c
role primary

ステップ 2

switch(config)# lacp system-mac 000a.000b.000c
role secondary

設定されているMACアドレスを表示します。（任意） show lacp system-identifier

例：

ステップ 3

switch(config)# show lacp system-identifier

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、スイッチのロールをプライマリとして設定する例を示します。

Switch1# sh lacp system-identifier
32768,0-b-0-b-0-b
Switch1# sh run | grep lacp
feature lacp
lacp system-mac 000b.000b.000b role primary

セカンダリとしてスイッチのロールを設定する例を示します。

Switch2# sh lacp system-identifier
32768,0-b-0-b-0-b
Switch2# sh run | grep lacp
feature lacp
lacp system-mac 000b.000b.000b role secondary

LACPグレースフルコンバージェンスのディセーブル化
デフォルトで、LACPグレースフルコンバージェンスはイネーブルになっています。あるデバ
イスとのLACP相互運用性をサポートする必要がある場合、コンバージェンスをディセーブル
にできます。そのデバイスとは、グレースフルフェールオーバーのデフォルトが、ディセーブ

ルにされたポートがダウンになるための時間を遅らせる可能性がある、または、ピアからのト

ラフィックを喪失する原因にもなるデバイスです。ダウンストリームアクセススイッチが

Cisco Nexusデバイスでない場合は、LACPグレースフルコンバージェンスオプションをディ
セーブルにします。

このコマンドを使用する前に、ポートチャネルが管理ダウン状態である必要があります。（注）
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始める前に

LACPをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. shutdown
4. no lacp graceful-convergence
5. no shutdown
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel number

例：

switch(config)# interface port-channel 1
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルを管理シャットダウンします。shutdown

例：

ステップ 3

switch(config-if) shutdown

ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェ
ンスをディセーブルにします。

no lacp graceful-convergence

例：

ステップ 4

switch(config-if)# no lacp graceful-convergence

ポートチャネルを管理アップします。no shutdown

例：

ステップ 5

switch(config-if) no shutdown

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェンスをディセーブルにする
方法を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# no lacp graceful-convergence
switch(config-if)# no shutdown

LACPグレースフルコンバージェンスの再イネーブル化

デフォルトの LACPグレースフルコンバージェンスが再度必要になった場合、コンバージェ
ンスを再度イネーブルにできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. shutdown
4. lacp graceful-convergence
5. no shutdown
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel number

例：

switch(config)# interface port-channel 1
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルを管理シャットダウンします。shutdown

例：

ステップ 3

switch(config-if) shutdown

ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェ
ンスをイネーブルにします。

lacp graceful-convergence

例：

ステップ 4

switch(config-if)# lacp graceful-convergence
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルを管理アップします。no shutdown

例：

ステップ 5

switch(config-if) no shutdown

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェンスをイネーブルにする方
法を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# lacp graceful-convergence
switch(config-if)# no shutdown

LACPの個別一時停止のディセーブル化
ポートがピアから LACP PDUを受信しない場合、LACPはポートを中断ステートに設定しま
す。このプロセスは、サーバがLACPにポートを論理的アップにするように要求するときに、
サーバの起動に失敗する原因になることがあります。

lacp suspend-individualのみを入力する必要がありますエッジポートのコマンド。（注）

始める前に

LACPをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. no lacp suspend-individual
4. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel number

例：

switch(config)# interface port-channel 1
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルでLACP個別ポートの一時停止動作
をディセーブルにします。

no lacp suspend-individual

例：

ステップ 3

この設定と、同じポートチャネルイン

ターフェイスの一部として設定された複

数のメンバーがある場合、メンバーが

パートナーからLACPPDUを受信しない
場合、すべてのメンバーが個別（I）状
態に移行します。

（注）switch(config-if)# no lacp suspend-individual

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ポートチャネルで LACP個別ポートの一時停止をディセーブルにする方法を示
します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1

switch(config-if)# no lacp suspend-individual

LACPの一時停止個別 PXEのディセーブル化
ポートがピアから LACP PDUを受信しない場合、LACPはポートを中断ステートに設定しま
す。このプロセスは、サーバがLACPにポートを論理的アップにするように要求するときに、
サーバの起動に失敗する原因になることがあります。

lacp suspend-individual pxeのみを入力する必要がありますエッジポートのコマンド。（注）
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始める前に

LACPをイネーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. no lacp suspend-individual pxe
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel number

例：

switch(config)# interface port-channel 1
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルでLACP個別ポートの一時停止動作
をディセーブルにします。

no lacp suspend-individual pxe

例：

ステップ 3

•この設定と、同じポートチャネルイ
ンターフェイスの一部として設定さ

れた複数のメンバーがある場合、メ

ンバーがパートナーからLACPPDU
を受信しない場合、1つのポートの
みが個別（I）状態に遷移し、残り
はポートは一時停止（S）状態にな
ります。ポートがPステートで起動
した場合、Iステートのポートはあ
りません。vPCピア間では、I状態の
ポートが1つ存在することに注意し
てください。

•ピアデバイスが一時停止ポートに
トラフィックをハッシュすると、ト

ラフィックはドロップされます。

（注）switch(config-if)# no lacp suspend-individual pxe

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、ポートチャネルで LACP個別ポートの一時停止をディセーブルにする方法を示
します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1
switch(config-if)# no lacp suspend-individual pxe

LACPの個別一時停止の再イネーブル化
デフォルトの LACP個別ポートの一時停止を再度イネーブルにできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. lacp suspend-individualpxe
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel number

例：

switch(config)# interface port-channel 1
switch(config-if)#

ステップ 2

ポートチャネルでLACP個別ポートの一時停止動作
をイネーブルにします。

lacp suspend-individualpxe

例：

ステップ 3

lacp suspend-individual pxeを設定しても、
show runningコマンドはlacp
suspend-individualのみを表示し、個々の
pxeを停止しません。

（注）switch(config-if)# lacp suspend-individual

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、ポートチャネルで LACP個別ポートの一時停止を再度イネーブルにする方法を
示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1

switch(config-if)# lacp suspend-individualpxe

遅延 LACPの設定
遅延 LACP機能により、LACP PDUの受信前に 1つのポートチャネルメンバー（遅延 LACP
ポート）がまず通常のポートチャネルのメンバーとしてアップできます。遅延 LACP機能を
設定するには、ポートチャネルでコマンドを使用してから、ポートチャネルの1つのメンバー
ポートで LACPポートプライオリティを設定します。lacp mode delay

vPCの場合は、両方の vPCスイッチで遅延 LACPを有効にする必要があります。（注）

vPCの場合、プライマリスイッチに遅延 LACPポートがあり、プライマリスイッチが起動で
きないときは、動作上のプライマリスイッチの遅延 LACPポートチャネルで vPC設定を削除
し、新しいポートのポートチャネルをフラップして既存のポートチャネルの遅延LACPポート
として選択されるようにする必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel number

3. lacp mode delay

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminalステップ 1

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface port-channel numberステップ 2

遅延 LACPを有効化します。lacp mode delayステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

遅延 LACPを無効にするには、 no lacp
mode delayコマンドを使用します。

（注）

LACPポートプライオリティを設定して、遅延LACP
の設定を完了します。詳細については、「LACPポー
トプライオリティの設定」を参照してください。

LACPポートのプライオリティによって、遅延LACP
ポートの選択が決まります。プライオリティの数値

が最小のポートが選択されます。

複数のポートの優先順位が同じ場合、VDCシステム
MACを使用して、使用する vPCが決定されます。
次に、非vPCスイッチまたは選択されたvPCスイッ
チ内で、最も小さいイーサネットポート名が使用さ

れます。

遅延LACP機能を設定し、ポートチャネルフラップ
で有効にすると、遅延 LACPポートは通常のポート
チャネルのメンバーとして動作し、サーバとスイッ

チ間でデータを交換できるようになります。最初の

LACP PDUを受信すると、遅延 LACPポートは通常
のポートメンバーから LACPポートメンバーに移
行します。

遅延LACPポートの選択は、ポートチャ
ネルがスイッチまたはリモートサーバ

でフラップするまで完了または有効にな

りません。

（注）

例

次に、遅延 LACPを設定する例を示します。

switch# config terminal
switch(config)# interface po 1
switch(config-if)# lacp mode delay

switch# config terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# lacp port-priority 1
switch(config-if)# channel-group 1 mode active

次に、遅延 LACPをディセーブルにする例を示します。

switch# config terminal
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switch(config)# interface po 1
switch(config-if)# no lacp mode delay

ポートチャネルハッシュ分散の設定

Cisco NX-OSは、グローバルレベルとポートチャネルレベルの両方でアダプティブおよび固
定のハッシュ分散の設定をサポートしています。このオプションは、メンバがアップまたはダ

ウンしたときに Result Bundle Hash（RBH）分散の変化を最小限に抑えることにより、トラ
フィックの中断を最小限に抑えます。このため、変化のない RBH値にマッピングされている
フローが同じリンクを流れ続けるようになります。ポートチャネルレベルの設定はグローバ

ル設定よりも優先されます。デフォルト設定はグローバルに適応し、各ポートチャネルの設定

がないので、ISSU中に変更はありません。コマンドが適用されたときにポートはフラップさ
れず、設定は次のメンバーリンクの変更イベントで有効になります。どちらのモードも RBH
モジュールまたは非モジュールスキームで動作します。

この機能がサポートされない下位バージョンへの ISSD時には、固定モードコマンドがグロー
バルに使用されている場合や、ポートチャネルレベルの設定がある場合は、この機能を無効に

する必要があります。

グローバルレベルでのポートチャネルハッシュ分散の設定

手順の概要

1. configure terminal
2. no port-channel hash-distribution {adaptive | fixed}
3. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルレベルでポートチャネルハッシュ分散

を指定します。

no port-channel hash-distribution {adaptive | fixed}

例：

ステップ 2

デフォルトはアダプティブモードです。switch(config)# port-channel hash-distribution
adaptive
switch(config)# コマンドは、次のメンバーリンクイベント（link

down/up/no shutdown/shutdown）まで有効になりませ
ん。（[まだ続けますか（はい / いいえ）? [はい]（Do you

still want to continue(y/n)? [yes]）]）

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、グローバルレベルでハッシュ分散を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# no port-channel hash-distribution fixed

ポートチャネルレベルでのポートチャネルハッシュ分散の設定

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel {channel-number | range}
3. no port-channel port hash-distribution {adaptive | fixed}
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface port-channel {channel-number | range}

例：

ステップ 2

switch# interface port-channel 4
switch(config-if)#

ポートチャネルレベルでポートチャネルハッシュ

分散を指定します。

no port-channel port hash-distribution {adaptive |
fixed}

例：

ステップ 3

デフォルトはありません。
switch(config-if)# port-channel port
hash-distribution adaptive
switch(config-if)

コマンドは、次のメンバーリンクイベント（link
down/up/no shutdown/shutdown）まで有効になりませ
ん。（[まだ続けますか（はい / いいえ）? [はい]（Do you

still want to continue(y/n)? [yes]）]）

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、グローバルレベルコマンドとしてハッシュ分散を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# no port-channel hash-distribution fixed

ECMPの復元力のあるハッシュの有効化
復元力のあるECMPでは、ECMPグループからメンバーが削除されたときでも、既存のフロー
への影響が最小限に抑えられます。これは、削除されたメンバーが以前占有していたインデッ

クスにおいて、ラウンドロビン方式で既存のメンバーを複製することによって実現されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. hardware profile ecmp resilient
3. copy running-config startup-config
4. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

ECMPの復元力のあるハッシュを有効にすると、次
のメッセージを表示されます。警告：コマンドは次

のリロード後に有効になります。

hardware profile ecmp resilient

例：

switch(config)# hardware profile ecmp resilient

ステップ 2

このコマンドは、Cisco Nexus 9808/9804
プラットフォームスイッチではサポー

トされていません。

（注）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config

スイッチをリブートします。reload

例：

ステップ 4

switch(config)# reload
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ECMPの復元力のあるハッシュの無効化

始める前に

ECMPの復元力のあるハッシュが有効になっています。

手順の概要

1. configure terminal
2. no hardware profile ecmp resilient
3. copy running-config startup-config
4. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

ECMPの復元力のあるハッシュを無効にし、次の
メッセージを表示します。警告：コマンドは次のリ

ロード後に有効になります。

no hardware profile ecmp resilient

例：

switch(config)# no hardware profile ecmp resilient

ステップ 2

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 3

switch(config)# copy running-config startup-config

スイッチをリブートします。reload

例：

ステップ 4

switch(config)# reload

ECMPロードバランシングの設定
ECMPロードシェアリングアルゴリズムを設定するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで次のコマンドを使用します。

始める前に

手順の概要

1. ip load-sharing address {destination port destination | source-destination [port source-destination
| gre | gtpu | ipv6-flowlabel | ttl | udf offset offset length length | symmetricinner allgreheader]}
[universal-id seed] [rotate rotate] [concatenation]

2. （任意） show ip load-sharing
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

データトラフィックに対する ECMPロードシェア
リングアルゴリズムを設定します。

ip load-sharing address {destination port destination |
source-destination [port source-destination | gre | gtpu
| ipv6-flowlabel | ttl | udf offset offset length length |

ステップ 1

• greオプションは、Generic Routing Encapsulation
（GRE）キーの送信元と宛先の値を指定しま
す。

symmetricinner allgreheader]} [universal-id seed]
[rotate rotate] [concatenation]

例：

• gtpuオプションは、ポートの送信元/宛先の
GPRSトンネリングプロトコル（GTP）トンネ

ip load-sharing address source-destination

例：
ルエンドポイント識別子（TEID）値を指定し
ます。

switch(config)# ip load-sharing address
source-destination ipv6-flowlabel

例： • ipv6-flowlabelオプションには、ECMPハッシュ
を計算するための IPv6フローラベルが含まれswitch(config)# ip load-sharing address

source-destination ttl
ます。これにより、異なるフローラベル値に基

例： づいてすべてのリンクにトラフィックフローが

分散されます。port-channel load-balanceコマンswitch(config)# ip load-sharing address
source-destination udf offset 8 length 8 ドを使用してレイヤ 4パラメータが有効になっ

ている場合、このオプションを有効または無効例：

にすると、ポートチャネルのロードバランシンswitch(config)# [no] ip load-sharing address
source-destination port source-destination
symmetric

グも有効または無効になります。このオプショ

ンを使用できるのは、以下のデバイスのみで

す。例：

switch(config)# ip load-sharing address
source-destination port source-destination inner
[all|greheader]

• Cisco Nexus 9332Cおよび 9364Cプラット
フォームスイッチ

• X9700-EX/FXラインカードおよび FM-E2
ファブリックモジュールを搭載して、Cisco
Nexus 9500プラットフォームスイッチ（す
べてのルーティングモードで）

• X9700-EX / FXラインカードおよび FM-E
ファブリックモジュールを搭載した Cisco
Nexus 9500プラットフォームスイッチ（ラ
インカードで IPv6ルートがプログラムさ
れている、非階層型ルーティングモード

で）

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降では、
Cisco Nexus N9K-C9316D-GX、
N9K-C93600CD-GX、N9K-C9364C-GXス
イッチがこのオプションをサポートしてい

ます。
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目的コマンドまたはアクション

• ttlオプションには、ECMPハッシュを計算する
ための存続可能時間情報が含まれています。こ

れにより、異なるTTL値に基づいてすべてのリ
ンクにトラフィックフローが分散されます。

IPv4フローの場合は、ttl値に基づきます。IPv6
フローの場合は、ホップ制限に基づきます。

port-channel load-balanceコマンドを使用してレ
イヤ 4パラメータが有効になっている場合、こ
のオプションを有効または無効にすると、ポー

トチャネルのロードバランシングも有効または

無効になります。Cisco Nexus 9364Cおよび
9300-EX/FX/FX2プラットフォームスイッチだ
けがこのオプションをサポートします。Cisco
NX-OSリリース 9.3(5)以降では、Cisco Nexus
N9K-C9316D-GX、N9K-C93600CD-GX、
N9K-C9364C-GXスイッチがこのオプションを
サポートしています。

• udfオプションには、ECMPハッシュを計算す
るためのユーザ定義フィールドが含まれます。

UDFフィールドのオフセットベースと長さ
（ビット単位）は設定できます。オフセット

ベースの範囲は 0〜 127バイトです。UDF
フィールドの長さの範囲は1〜32ビットです。
port-channel load-balanceコマンドを使用してレ
イヤ 4パラメータが有効になっている場合、こ
のオプションを有効または無効にすると、ポー

トチャネルのロードバランシングも有効または

無効になります。Cisco Nexus 9364Cおよび
9300-EX/FX/FX2プラットフォームスイッチだ
けがこのオプションをサポートします。Cisco
NX-OSリリース 9.3(5)以降では、Cisco Nexus
N9K-C9316D-GX、N9K-C93600CD-GX、
N9K-C9364C-GXスイッチがこのオプションを
サポートしています。

• symmetricオプションは、対称ハッシュをグロー
バルに有効にします。ECMP対称ハッシュを無
効にするには、コマンドで noキーワードを使
用します。このコマンドは、グローバルコン

フィギュレーションモードで実行する必要があ

ります。
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目的コマンドまたはアクション

対称ハッシュが効果的に機能するた

めに、構成された universal-id シー
ド値が ECMP対称ハッシュのパス
内のノード間で一貫していることを

確認します。

（注）

• innerオプションは、GREトラフィックの内部
ヘッダーベースのハッシュをグローバルに有効

にします。内部ヘッダーベースのハッシュを無

効にするには、コマンドで noキーワードを使
用します。このコマンドは、グローバルコン

フィギュレーションモードで実行する必要があ

ります。

• all：GREカプセル化パケットにこのオプ
ションを設定すると、内部ヘッダーを使用

するECMPのパスのハッシュ化を開始しま
す。これは、他のカプセル化タイプにも影

響を与える可能性があります。これは、

Cisco Nexus 9364Cおよび 9300-EX/FX/FX2
プラットフォームスイッチ、および

X9700-EX/FXラインカードを搭載した
Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッ
チでサポートされています。

• greheader：このオプションは、GREカプ
セル化パケットに対してのみ設定できるも

ので、内部ヘッダーを使用するECMPのパ
スのハッシュ化を開始します。これは、

Cisco Nexus 9364Cおよび 9300-FX/FX2プ
ラットフォームスイッチ、およびX9700-FX
ラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500
プラットフォームスイッチでサポートされ

ています。

次のオプションは、すべての IPロードシェアリン
グ設定で使用できます。

• universal-idオプションは、ハッシュアルゴリ
ズムのランダムシードを設定することにより、

フローをあるリンクから別のリンクにシフトし

ます。

汎用 IDを設定する必要はありません。ユーザ
が設定しなかった場合は、Cisco NX-OSが汎用
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目的コマンドまたはアクション

IDを選択します。universal-idの範囲は 1～
4294967295です。

• rotateオプションを使用すると、ハッシュアル
ゴリズムは、リンクピッキングの選択をロー

テーションさせます。これは、ネットワーク内

のすべてのノードが同じリンクを継続的に選択

しないようにするためです。これは、ハッシュ

アルゴリズムのビットパターンに影響を与える

ことによって機能します。このオプションは、

あるリンクから別のリンクにフローをシフト

し、最初の ECMPレベルからすでにロードバ
ランシング（極性化）されているトラフィック

のロードバランシングを複数のリンク間で行い

ます。

rotate値を指定すると、64ビットのストリーム
が、循環回転でのそのビット位置から解釈され

ます。rotate値の範囲は 1～ 63で、デフォルト
は 32です。

多層レイヤ3トポロジでは、極性が
発生する可能性があります。極性を

回避するには、トポロジの各層で異

なる循環ビットを使用します。

（注）

ポートチャネルの rotation値を設定
するには、port-channel load-balance
src-dst ip-l4port rotate rotateコマン
ドを使用します。

（注）

• concatenationオプションを使用すると、ECMP
のハッシュタグ値とポートチャネルのハッシュ

タグ値がひとつに結合され、より強力な64ビッ
トのハッシュを使用できるようになります。こ

のオプションを使用しない場合、ECMPのロー
ドバランシングおよびポートチャネルのロー

ドバランシングを個別に制御できます。デフォ

ルトではディセーブルになっています。

データトラフィックに対する ECMPのロードシェ
アリングアルゴリズムを表示します。

（任意） show ip load-sharing

例：

ステップ 2

switch(config)# show ip load-sharing
address source-destination
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ECMPの復元力のあるハッシュ設定の確認
ECMPの復元力のあるハッシュ設定情報を表示するには、次の作業を行います。

目的コマンド

機能が有効になったステータスを表示します。switch(config)# show running-config | grep
"hardware profile ecmp resilient
hardware profile ecmp resilient
switch(config)#

機能が無効になったステータスを表示します。switch(config)# show running-config | grep
"hardware profile ecmp resilient
switch(config)#

ポートチャネル設定の確認

ポートチャネルの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

ポートチャネルインターフェイスのステータ

スを表示します。

show interface port-channel channel-number

イネーブルにされた機能を表示します。show feature

ビットレートとパケットレートの統計情報に

対して 3つの異なるサンプリング間隔を設定
します。

load- interval {interval seconds {1 | 2 | 3}}

ポートチャネルに追加するためにメンバー

ポート間で同じにするパラメータを表示しま

す。

show port-channel compatibility-parameters

1つ以上のポートチャネルインターフェイス
の集約状態を表示します。

show port-channel database [interface
port-channel channel-number]

ポートチャネルで使用するロードバランシン

グのタイプを表示します。

show port-channel load-balance

ポートチャネルインターフェイスのサマリー

を表示します。

show port-channel summary

ポートチャネルのトラフィック統計情報を表

示します。

show port-channel traffic

使用済みおよび未使用のチャネル番号の範囲

を表示します。

show port-channel usage
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目的コマンド

LACPに関する情報を表示します。show lacp {counters [interface port-channel
channel-number] | [interface type/slot] | neighbor
[interface port-channel channel-number] |
port-channel [interface port-channel
channel-number] | system-identifier]]}

ポートチャネルの実行コンフィギュレーショ

ンに関する情報を表示します。

show running-config interface port-channel
channel-number

ポートチャネルインターフェイスコンフィギュレーションのモニタ

リング

次のコマンドを使用すると、ポートチャネルインターフェイス構成情報を表示することがで

きます。

目的コマンド

カウンタをクリアします。clear counters interface port-channel
channel-number

LACPカウンタをクリアします。clear lacp counters [interface port-channel
channel-number]

ビットレートとパケットレートの統計情報に

対して 3つの異なるサンプリング間隔を設定
します。

load- interval {interval seconds {1 | 2 | 3}}

入力および出力オクテットユニキャストパ

ケット、マルチキャストパケット、ブロード

キャストパケットを表示します。

show interface counters [module module]

入力パケット、バイト、マルチキャストおよ

び出力パケット、バイトを表示します。

show interface counters detailed [all]

エラーパケットの数を表示します。show interface counters errors [module module]

LACPの統計情報を表示します。show lacp counters

ポートチャネルの設定例

次に、LACPポートチャネルを作成し、そのポートチャネルに 2つのレイヤ 2インターフェ
イスを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# feature lacp
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switch (config)# interface port-channel 5
switch (config-if)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# channel-group 5 mode active
switch(config-if)# lacp port priority 40000
switch(config-if)# interface ethernet 1/7
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# channel-group 5 mode

次に、チャネルグループに 2つのレイヤ 3インターフェイスを追加する例を示します。Cisco
NX-OSソフトウェアはポートチャネルを自動的に作成します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# no ip address
switch(config-if)# channel-group 6 mode active
switch (config)# interface ethernet 2/5
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# no ip address
switch(config-if)# channel-group 6 mode active
switch (config)# interface port-channel 6
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8

関連資料
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システム管理

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability

and Redundancy Guide』

高可用性

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス
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